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　今月23日より博物館ニタイ・トにて、企画展「標
茶の昆虫博士が見つめた世界～飯島一雄コレクション
2019～」が始まります。企画展初日には、故飯島一雄
氏と親交の厚かった釧路市立博物館学芸員・土屋慶丞氏
をお招きし、飯島氏との思い出や道東昆虫研究に果たし
た役割などをお話しいただく基調講演が行われます。皆
さんのご来館をお待ちしています。
企画展「標茶の昆虫博士が見つめた世界」
・期間／２月23日㈯～３月22日㈮
・場所／１階企画展示室
・料金／無料
※常設展示を見学する場合は、観覧料がかかります。
企画展基調講演「飯島一雄氏と釧路地方の昆虫研究」
・日時／２月23日㈯、午後１時30分～２時30分
・講師／土屋 慶丞 氏（釧路市立博物館学芸員〈昆虫〉）
・場所／１階多目的室
・料金／無料（申し込み不要）
■問い合わせ／博物館（☎487-2332）

　テレビ番組でも話題となった写真集「煉
れん

と虎
こて つ

徹」や
「航海士にゃんこカンパチ船長」に使われたネコの写
真展を、３月９日㈯から24日㈰に行います。
　これに合わせて、皆さんが飼っているネコの写真も
展示します。ご協力いただける方は、写真またはデー
タでご提供ください。

「ネコの写真展」　写真を募集します

図書館だより
☎485-2300

■開館時間■
火〜木曜日：午前10時〜午後６時
金　曜　日：午前10時〜午後９時
土・日曜日：午前10時〜午後４時
休　館　日：月曜日・祝日
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標茶町博物館

住所：北海道川上郡標茶町字塘路原野北 線 番地
： ：
： ：

開館時間： ： ～ ：
休館日： 毎週月曜日 月曜祝日の場合、翌日が休館
観覧料： 個人 円 団体 円
税別 ※高校生以下及び障害のある方、 歳以上の方は無料

【開催期間】 

2/23(土)▶3/22(金)    
【主催】標茶町教育委員会 【共催】釧路市立博物館 

　長年にわたる研究と
優れた業績、学術振興
の発展に寄与された功
績により、釧路湿原自
然再生協議会の中村太
士会長が、平成30年
紫綬褒章を受章されま
した。この栄誉を祝し
て「釧路湿原再生協議会 中村太士会長 紫綬褒章
記念講演会～流域生態系の保全と管理～」が開催
されます。
■日時／２月26日㈫、午後４時30分～６時
■場所／釧路市観光国際交流センター
■申込締切／２月15日㈮
■参加費／無料
■ 申し込み・問い合わせ／釧路開発建設部治水課
（☎0154-24-7250）

釧路湿原自然再生協議会
から講演会のお知らせ
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清　掃　募　集　スタッフ
◦◦パート　若干名　年齢不問◦◦
　◦勤務場所：標茶町役場庁舎
　◦勤務時間：午後５時30分〜
　　　　　　　午後８時
　◦休　　日：土・日・祝日
　◦時　　給：1,000円
　◦有給休暇：有
　◦そ の 他：制服貸与
　�ご希望の方は、下記の電話までお問い
　合わせください

標茶美警総合株式会社
TEL�485-5011

標茶町常盤６丁目６番地

ゆとり生活

掲載希望の方は、イラスト・詩・
絵画・写真ほか何でも結構ですの
で、作品に住所・氏名を記入の上、
次のところまでお寄せください。
〒088-2312　川上４丁目２番地
役場企画財政課地域振興係
「みんなの作品展コーナー」

投稿お待ち　
　しています

文芸作品

藤嶋久美子さん（茶安別）の作品
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